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15 
日

• 
農
業
委
員
の
選
挙

よt! 

農
家
の
皆
さ
ん
、
泣
く

農
業
委
員
会
の
委
員
が
任
期
満
了
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
委

員
を
選
ぶ
た

め

川
ノ
良
平
が
き
た
る
七
月
五
日
の
告
示
で
七
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

治
り
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
一
一一年
ご
と
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
農
家

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
農
地
事
情
の
改
善
、

政市

正
し
い

一
票
一
民
に

よ
っ

て
築
か
れ
ま
す
。

農
業
経
営
の
合
理
化
な
ど
農
業
の
振
興

や
生
活
改
苦
の
た
め
の
大
切
な
選
挙
で
、

村

き
た
る
七
月
十
百
日
の
投
紫
刊
に
は
灯
良
着
の
ま
ま
で
結
構
で
す
か
ら
、

大

そ
の
実

現

は
皆
さ
ん
の

票

所

へ
山
か
け
て
く
だ
さ
い
。
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

治
忘
れ
な
く

一
人
の
こ
ら
や
投

な
h
卵
胞
収
業
禾
刀
日
川
一会
委
員
遅
浩
J
K
ソ
い
て
の
治
知
ら
せ
一
平
項
は
つ
ぎ
の

と
治
り
で
す
。

(毎月1日，10日，20日発行〉

選
挙
権
と
被
選
挙
権
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死仁
'Rぷ出

大
上
戸
川
の
応
急
措
置

消
防
団
員
で
土
の
う
構
築

去
る
六
月
二
十
同
日
午
前
中
間
り
つ
づ
い
た
雨
は
大
村

市
で
は
八
八
・
五
ミ
リ
に
達
レ
市
内
で
大
上
戸
川
の
大
上

一戸
橋
上
流
百
メ
ー
ト
ル
右
岸
(
六
回
円
上
作
道
ポ
ン
プ
市
)

お
よ
び
、
大
上
一戸
橋
と
国
道
橋

ω
中
間
左
岸
が
協
水
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
関
係
消
防
団
の
州
動
や
得
て

土
の
う
積
み
に
よ
る
ポ
急
措
置
や
閉
じ
ま
し
た
。

(
写
真
は
土
の
う
で
応
急
措
置
を
す
れ
消
防
団
員
)

(消
防
本
部
・
建
設
説
)

あ
る
と
き
(
乙
の
場
合
は
在
宅

一選
挙
以
名
、
選
挙
区
の
区
域

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
)
一
員
定
数

ム
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

一〔
第

一

選

挙

区
〕

祝
附
郷
、

回

七

月

五

日

か

ら

七

月

十

一鵡
川
内
郷
、
円
相
郷
、
漕
陪
郷
、

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
お
よ
一
日
の
当
H
自

か

広

投

票

所

に

行

っ

一

一

一

一

一

四
日
ま
で

(
午
前
八
時
三
十
一
今
村
郷
、
岩

m郷
、
申
里
釦
諒

一訪
町
.
箕
島
郷
、

四
名

び
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
と
は
、
一
で
投
票
で
き
な
い

t
き
は
、
あ
ら
一

一

一

一

一

分

か

ら

午

梼

五

時

ま

で

)

一

平

郷

、
犬
里
郷
、
卒
小
川
郷
、

一〔
第
四
選
挙
区
〕
原
口
郷
、

大
村
甫
農
業
委
員
会
の
区
域
内
一

か
じ
め
投
票
で
き
ま
す
。

一

一

一

に
寄
書
す
る
満
一
一
十
才
以
一
小
選
挙
人
が
市
外
に
お
い
て
職
存
在
日
開
詔
諮
問
問
一
(

需

要

び

水

雪

除

ド

)
一小
路
口
郷
竹
松
郷
、
(
丸
田
及

上
の
者
で
、
一
反
歩
以
上
向
農
一
務
ま
た
え
業
務
走
事
中
の
と
き
一

一

一

び
川
原
田
を
除
く
。
)
ム
「
曲
目
郷
、

地

に

つ

き

耕

作

の

百

五

②

選

挙
川
が
や
む
を
得
な
い
用
一
時
訪
問
日
間
前
一時

一信

一
時
一
一

)L
A
f一黒
丸
山
、
富
の
照
郷
荒
瀬
郷
、

者
お
よ
び
同
居
の
蒋
族
ま
た
は
一
務
ま
た
は
事
故
の
た
め
市
外
に
一
式
の
証
明
書
が
必
要
で
す
・
〈
一町
、
西
本
町
、
武
部
郷
、
徳
泉
川
一原
郷
、
宮
代
郷
、
田
下
郷
、
市

岳

そ
の
間
偶
者
で
一
居
間
お
お
む
一
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
の
と
き
一
わ
し
い
と
と
は
選
挙
管
理
委
員

一内
郷
、
東
三
城
町
、
西
三
域
町
、

一郷

、

黒

木

郷

六

名

ね
バ
十
日
刊
以
上
耕
作
の
業
務
に
一
市
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、
妊

一
会
事
務
局
(
電
話
七
五
O
番
)

一水
壬
町
、
杭
出
津
郷
の
水
午
前
、
一
〔
第
五
選
挙
区
〕

沖
田
郷
、

従

事

す

ぶ

者

。

一

娠

京

具

も

し

く

は

需

に

あ

一

へ

お

問

合

せ

く

だ

さ

い

。

一卒
小
川
郷

m横
山
頭
及
び
水
無
、
一雪

郷

、
静
岡
郷
、
今
宮
郷
、
野

な
お
、
内
縁
関
係
の
者
は
除
か

一

あ
た
め
歩
行
が
著
し
く
閃
黙
で
一

一乾

馬

場

勢

市

住

宅

一
区
、
額
一男

、

票

田

郷、

立
福
寺
郷、

れ

ま

す

。

一

十

ト

一

初

郷

の

雄

ケ

原

百

名

一

ー

一

選

挙

区

と

定

数

を

改

訂

一

〔

第
三
選
挙
区
〕
乾
馬
場
郷

一祢
勅
守
郷
、
失
上
郷
、
草
場
郷
、

…

不

在

者

投

票

一
一

一

(

水

旧

民

宅

一
区

森

く

。
)
杭

一竹
松
郷
の
丸
岡
及
ひ
川
原
田
、一

一
従
来
大
村
市
農
業
委
員
会
委
員
一
お
り
ま
し
た
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り

一出
津
郷
へ
杭
出
…
誌
の
水
主
町
互
の
郷
、
ニ
の
郷
、
一一一の
郷、

四
の

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に
際

一
の
選
挙
は
、
八
斑
挙
以
に
分
け
て
一
選
挙
区
の
区
域
お
よ
び
選
挙
す
る

一除
く
。
)
品
川
松
郷
、

森
圏
郷
、
松

一郷

、

五

の

郷

五

名

し
て
、
選
挙
人
が
つ
ぎ
に
掲
げ
る

一行
な
わ
れ
、
ま
た
選
挙
に
よ
る
蚕
-
客
員
の
定
数
が
改
め
ら
れ
ま
し
た

一山
郷
、
油
同
郷
.
翻
訪
郷
(
雄
ケ

一合

計

二
十
五
名

い
ず
れ
か
の
事
由
に
よ
り
、
投
票
一
員
の
定
数
は
三
十

五

名

と

な

っ

て

一

原

キ

除

く

。

)

申

諏
訪
叫
、
東
部
一 委

求
人
案
内

ム
愛
州
県

・
紡
制
工
(
女
子
二
五

才
ま
で
)

ハ
問
・
織
布
ム
女
子
二
五
才
ま
で

八
同

・
染
色
整
理
L
(
男
女
一ニ
O

才
ま
で
、
た
だ
し
六
カ
月
臨
時

工
)

〈一
同
・
補
修
ム
(
女
子
ニ
O
才
ま

で
)

ハ
同
・
事
務
員
(
男
女
二
O
才
ま

で
)

行
A
ドハ.リ
刊
行持

パH
H
A
H--一一-d
・H
け
丹
、丹
ぺけいい
AHU品ド
J
日
行
、=-H
ハU
H-
-円固い
J
H
・2
4

・一

ハ一同・

機
械
工
プ
レ
ス
エ
飯
金
工
一
ム
同
・
タ
イ
ル
製
造
工
(
男
女
一了
川
九
班
六

・
一
そ
の
他

(
男
子
二

O
才

芝

で

)

一

五

才

ま

で

)

一
三
二
九
七

O

広
島
清
太
郎

ム
岐
阜
県

・
耐
火
煉
瓦
製
造
工
一
ム
そ
の
他
府

員

一

佐

百

七

・
一
そ
の
他

(
女
子
一
ニ
O
才
ま
で
)
一
詳
細
は
大
村
公
共
職
業
安
定
所
へ

一四
O
七
七
六

山
本
勉
治

池
田

町
二
七
三
七
・
一

そ
の
他

三
二
八
七
一

申
島
満
太
郎

水

計
二
班
九
二
七

七

・
一
そ
の
他

一
三
六
七
六
申
島
助
次
主
主

町
二

・
五
そ
の
他

四
O
八
六
五
回
申
滑
伸
乾
馬

場
六
班
七
八
八
二

・二
そ
の
他

早
く
返
し
て
く
だ
さ
い

つ
ぎ
の
か
た
は
国
民
健
康
保
険
一
場

一
班
ニ
八
一
五
・
一
そ
の
他

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
一
四
二
四
一一
二
藤
崎
定
松
並
川
八

者
の
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
、

一
班
二

O
五
の
二
五

・
一
そ
の
他

間
民
健
穣
保
険
の
被
保
険
者
証
の

一四
O
五
三
七

西
元
優
油
田
九
市
内
徳
泉
川
内
純
滝
野
茂
さ
ん

無
効
を
公
告
し
ま
す
。
な
お
、

該
一区一
一一
三
二
五
・
一
そ
の
他

は

亡

妻
梅
子
さ
ん
の
忌
明
に
一
万

当
者
は
被
保
険
者
証
場
急
い
で
保
一六
O
二
O
七

版

本

マ

キ

大

川
円
ぞ
社
会
福
祉
事
業
費
に
と
六
月

険
衛
生
課
に
返
え
し
て
く
だ
さ
い
一
田
町
六
八
六

四
・
一
所
在
不
明
二
十
三
日
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

(
保
険
衛
宝
課
)

一六
O
五
九
六
県
同
一
闘
一
竹
松
付
さ
れ
ま
し
た
.

(
被
保
険
者
証
番
号
山
智
主
氏
一
本
町
九
五

O
の
五
ゴ
了
二
七
転

名

住

所

無

効

年
月
日
理
由
)
一出

ゴ一

O
六
一
一
高
尾
そ
の
上
小
一
六
一
四
凶
四
雫
吉
叉
良
竹
松

路
三
五
・
四

・
一
転

出

一

佳

明

四

の

三

五

・
一
そ
の
他

ゴ
一
二
一
七
六
田
中
悦
治

下
回
一
六
一
一
一

O

久
宮
末
光
螺
町

町

四

・

一

所

在

不

明

一

六

九

九

二

・

一

そ
の
他

一二
一
一
二
七
八
原
本
初
男
畏
岡

↑
六
一
二

O
六

申
山
ト
ミ
照
口

五

・
八
そ
の
他

一住
宅
丁
一
死
号

六
・
一
そ
m
他

三
二
八
三
八
吉
川
ツ
ナ
田
ノ
一

六
O
二
七
一
申
道
明
竹
松
町

平

一
一
二
三
・
二
百
そ
の
他

一六
七
二
ゴ
了

一
そ
の
他

一
ニ
二
一
一
七
荒
木
干
代
一
一
一好
一八
O
二一

O
七

今

村

与

作

浦

一

町

一二
-
av
一
そ
の
他

一区
九
七

五

・
一
九

そ

の

他

一

四
二
五
一
五
北
煩
源
作
桜
馬
一四
二
五
五
六
山
友
情
桜
局
場
一

険

者

証

を
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105 
日日
まか
でら

き
た
め
七
月
十
五
H
J
執
行
の
大

村
市
盟
業
要
員
営
委
員
選
挙
に
お

け
る
候
補
者
の
立
候
補
々
付
事
務

は
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
町

ハ
マ
候
補
受
付
期
間
七
月
五
い
か

ら
七
片
十
日
ま
で
(
六
日
間
)

た
だ
し
補
充
江
候
補
が
で
会
る

場
合
に
は
七
月
十
二
日
ま
で

。
受
付
時
刷
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
衿
冗
時
ま
で

ム
受
付
場
所

大
村
市
選
挙
管
出

被

保

赤

忌
明
に
寄
付

7
日
・
納
税
者
の

声

を

聞

く

会

諌
国
税
務
署
、
長
時
県
税
事

務
所
で
は
「
納
税
者
の
声
帯
聞

く
会
」
そ
各
地
で
開
い
て
い
ま

す
が
、
犬
村
市
の
会
を
七
月
七

日
午
後

一
時
一二
十
分
か
ら
商
工

舎
議
所
?
開
き
ま
す
わ
で
、
ご

利
用
イ
だ
さ
い
。
(
税
務
課
)

H
.-vJ
一一行い丹
、百十パ
u
v
d
v
A
P
‘ハ一
H
U
H
-
HH
U
UL
HF
H
A
V
H
品目八
一口I
H
--廿
凡
H
v
un
白

γ
れ
V
H
H
句
ハ
H
H
俳句
h
u
v

υ

Q
ハ
H
H
huz
u句
h
ド

場
所
H
大
村
中
央
公
民
館
玄
関

(
商
工
水
時
課
)

立ロ
候ロ

ネrtI~ 
ぴ〉口

受;
付 D

前 ;委
別員
古f¥会
事
選拘
挙周
智 (
理 市
委役
員所
会正
)門

体
混
計
の
無
料
検
査

県
引
舟
協
誌
で
は
つ
ぎ
の
と

-m
り
州
料
で
体
問
計
の
検
査
を
行

な
い
ま
す
の
で
ど
利
川
ぐ
だ
さ
い

円
時

H
じ
h

門
!
四
U
午
前
十
時

か
f

り
午
尚
凶
均
ま
で

ペ
ン
習
字
教
室

〈仏
期
日
、
場
所
七
月
十
二
日

J
八
月
十
二
日
ま
で
(
侍
週
火

・

金
曜
日
午
後
六
時
か
ら
)
中
央
公

民
舘A
講
師
野
中
俊
明
氏

ム
申
込
七
月
十
一
日
ま
で
学

級
間
五
十
円
そ
添
え
て
申
央
公
民

舘

ヘ

(

中

央

公

民

館

)

危
険
物
取
扱
主
任
者

試
験
の
準
備
講
習
会

長
附
回
一
石
油
協
同
組
合
?
は

危
険
物
取
扱
主
任
若
試
験
の
摺

伺
諮
問
会
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。
な
お
、
試
験
は
、

七
月
申
旬
に
行
な
わ
れ
不
平
定

で
す
。

〈
叫
七
月
二
十
二
円
J
二
十
四
国

竹
松
鼎
隊
内
(
空
前
制
四
百

円
)
く
わ
し
い
乙
と
ほ
梢
防

京
都
へ
(
消
防
本
部
)

婦
人
会
の
読
書
会

は

毎

月

%

日

に

大
村
市
連
合
婦
人
会
の
主
儲

で
実
施
し
て
い
ま
す
読
書
グ
ル

ー
プ
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

婦
人
会
員
の
参
加
を
希
望
レ
て

い
ま
す
。

ム
毎
同
一
一十
五
H
午
後
二
時
か

ら
市
す
図
品
開
館

ム
申
し
込
み
ゃ
く
わ
し
い
こ
と

は
図
書
舘
へ

(
図
書
館
)

切

手

愛

好

会

の

会
員
募
集
と
総
会

図
書
館
で
は
昨
年
四
月
に
発

会
し
ま
し
た
大
村
切
手
愛
好
会

の
総
会
を
つ
ぎ
の
ど
お
り
開
く

と
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

欄
会
に
時
入
会
員
を
募
集
レ
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
早
め
に
図

書
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

A
総

会

七

月
十
日
(
円
)
午

後
六
時
か
ら
市
立
図
書
簡

{
会
員
は
男
女
、
職
業
、
年

令
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
)
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い
さ
い
心
し
で
き
あ
が
る
新
し
い
施
設
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i逸む村づくり運動;

りよアゴ

写
真
上
H
旧
明
脳
内
山
大
村
山
版
協
澱
粉
工
場
側
に
で
き
た
共
同
集
荷
所

写
真
下
H
か
ん
が
い
排
水
施
設
℃
、
上
段
は
じ
ん
芥
焼
却
場
一組

に
で
き
た
給
水
ポ
ン
プ
所
、

下
段
は
延
長
干
宅
百
メ
ー
ト
ル
に

及
ぶ
水
路
{石
綿
で
で
き
て
い
る
つ

給
水
ポ
ン
ヴ
所
か
ら
汲
み

あ
げ
た
水
が
乙
の
水
路
に
送
ら
れ
て
六
町
に
お
よ
ぶ
問
畑
へ
川

(毎月I臼，10日，20日発行〉

昨
年
度
て
き
あ
が
っ
た
も
の

町
二五一
戸
一
〔
か
ん
が
い
排
水
路
〕
竹
町
内
角
田
一
〔
共
同
集
荷
所
〕
西
大
村
H
一
棟
一
ど
の
場
合
は
水
汲
み
に
要
す
る
労

〔
林
道
い
賀
糊
岩
谷
口
五
五
四
メ
一

H
四
七
五
メ
ー
ト
ル
{
事
業
費
六
二
五
八
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
(
九

一力
は
大
へ
ん
な
も
の
で
ほ
と
ん
ど

1
ト
ル
(
八
十
一一
万
円
)
十
一
戸
一
十
万
四
千
円
)
十
二
町
五
七
一
戸
一
十
七
万
五
千
円
)

一
水
汲
み
は
主
婦
の
役
目
で
し
た
。

〔
防
災
林
〕
楕
重
寿
古
H
八
十
ア
一
一
四
大
村
森
園

u
一一ニ

O
一
メ
ー
ト
一
〔
共
同
利
用
農
機
具
〕
西
大
村
H
一と
の
施
設
が
完
成
す
る
と
と
れ
ら

l
ル
(
五
十
万
円
)
六
八
一月
ル
(
百
五
十
七
万
頁
千
円
)
五
・
一
カ
ッ
タ
ー
十
二
台
(
一二
十
六
万
円
)
一の
精
神
的
、
肉
体
的
苦
労
を
除
く

〔
魚
県
椀
殻
〕
松
原
H
一
切
所
九
町
三
八

戸

一

チ

ヨ

ッパ

1
ニ
台
(
一
一万
五
千
円
)
一と
と
も
に
、
衛
生
の
向
上
ど
生
活

士
一一十
万一
一千

円

)

〔

農

道

〕

丙

大

村

森

園

H
七
一
ニ
一
一
〔
共
同
水
槽
〕
箕
島
H
一
一
基
(
五

一の
合
理
化
が
は
か
ら
れ
早
期
完
成

【
西
地
域
】

メ
ー
ト
ル
(
三
十
九
万
六
平
円
)
一
十
♂
入
り
)
(
三
十
三
万
四
千
円
)
一が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
・
九
町
一二
八
一

同

一

七

・
六
町
二
四
一戸

【
北
地
場
】

一
(十
万一
一一千
川
)
一子
一
町
十
七

(
か
ん
が
い
排
水
凶
)
原
郷
N
九
一戸
開
郷
問
中
H
Z三
七
メ
ー
ト
ル

九
三
メ
ー
ト
ル
(
事
業
費
百
五
十
一

(一
一
十
万
円
)
一ニ

・
2
町
十
三
戸

六
万
円

)

一

〔
農
道
v

桐
重
同
問
H
ニ
ヘ一-一
メ

松
原
伏
胤
H
一
一八
メ
ー
ト
ル

一l
ト
ル
(
二
十
九
力
h
千
円
」一
ニ

宿高高喜警苫国言葉話再国国間野宮史書姿奈運花
火凸ム円円 ムム'，.j-'J 市 IJj ムムム 一雄 大病協病 動い
Iぐ大 大ーム 鈴金 A 百 A 海真 竹五 村 l涜 IIIJ1涜 I=-

h:努盟主義国間存自史怒古詩盆再三突長翌五 逗 lま ? 
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崎大雄 五枯之一二場岩頼隊澄志 会草 百立 )iu'i立 二 林

たあ原カさ育ら竹か節 長 鈴百五百村 百県 主
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ノー らどニろ家訴i百円が繁 保 不村夫 化前大人制 及 詩
情おも十とめ 土山間今期宮 部 rtJ 再 rJI民 村 会純事--

(大もた F~ ばと l添 市 iド L 同 )花 百 円体 制 附長 毅務 一
福 よ ちちね れ ど八円も目黒所 い円ム j車民医大 戸時=
祉ろ や に原てもカや53七 百生 ー つ 三絡 r[/総 村子.-再.ュ
事どの一地 いた 所原 片 さ 1;: 芝 浦 協ード 代 芳百削..
務び 笥ーの区ま ち に、 ニ れ目的 い 州 議禿 森子円間三

82察警皇手産号室it季45 重 察室犬雲五会警:

共
同
集
荷
所
近
く
完
成

こ
と
し
の

事
業

四
九
一戸

(
な
お
、
と
の
給
水
栴
設
は
飲

用
水
が
一
日
二
十
ト
ン
確
保
で
き

ま
す
)

【
西
地
域
】

農
事
放
法
的
設

(
有
線
放
送
脆
設
、
加
入
一
戸
数
五

百
一戸
)
H
竹
松
地
区

と
の
担
設
は
、
市
況
そ
の
他

の
変
動
が
甚
だ
し
い
の
で
、
市

場
の
状
況
を
生
席
者
へ
刻
々
周

知
し、

販
売
体
制
を
確
立
さ
せ

速
報
連
絡
を
は
か
る
と
と
も
に

農
業
経
営、

技
術
面
や
文
化
面

の
講
習
講
話
な
ど
知
識
の
寓
舗

と
災
町
内
等
に
よ
る
被
害
防
止
な

ど
、
山山
村
の
不
況
打
開
の
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
で

そ
の
完
成
が
悶
待
ぎ
れ
て
い
ま

大
村
山

の
一
新
し
い
村
づ
く
り
述
動
も
い
よ
い

よ
才
て
年
白
を
迎

え
ま
し
た
。
昨
年

は
大
村
北
地
域
(
松
原
、
一削
重
、
資
瀬
)
む
よ

び
大
村
州
地
域

(
竹

松
、
同
大
村
)
が
州
民
林
漁
業
地
域
の
指
定
を

受
け
、
川
川
別
助
成
事
業
と

し
て

か
ん
が

い
刊

水
、
農
林
道
、
共
同

山
沢
市
所
な
ど
の
山
中
業
が
行
な
わ
れ
モ
れ
ぞ
れ
完
成
を
見
ま
し
た
。

木
作
ぃ
泣
か

ら
は
昨
年
ば
ま
で
予
備
指
定
地
域
と
し

て
計
削
樹
立

の
段
階

(
準
備
期
間
)
に
あ

っ
た
大
村
山
中
火

地

域

(
川
大
村
)
ゐ

よ
び
大
村
出
地
域
(
鈴
問、

一一一
同
)
が
計
一
山
の
樹
立
止
終
え
、
本

年
度
か

ら
ギ
業
の
川
へ
胞

(
川
川
在
計
川
ポ
芯
巾
前
中
)

に
は
い
り
ま

ず
か
ら
、
ん3
市

(
問
地
同
)
が
そ
ろ
っ
て
こ
の
辺
動

に
踏
み
山
す

わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、

m
M
産
物
の
増
収
、
山
山
促
進
、
成
業
経
営
の

人
川
町
化
な
ど
に
大
企
な
役
川
を
川
本
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
町
民
実
施
し
た
一
山
γ
業
む
よ
び
本
年
位
五
純
子
ど
の
い
山
γ
た
は
つ
ぎ
の
と
沿
り
で

す
、

ヘA
山
山
制
、
一戸
数
は
A
ス
ル
ハ
川
一
同
泊
、

μ
数
で
す
)

賀町松 O 同 三 11r¥【 す予昭
瀬十原・ ドp戸六 か北 。定和
11 五 11 ー.岳 四ん 仙 の三
六 戸三 町 oが也 事十
二六 二 一 メ い域 業冗
二 O 四 o 排 】 は 年
メ メ 戸五 ト 水 つ度

九 Jレi描 ぎに
トト メ四 〕 の行
Jレ Jレ l ・ 賢 とな
十四ト八潮 おわ
一 ・ ル町宵 りれ
町 一 一十 代 でる

どい来 赤も 11 r¥六〔 ト 〔
持た地約の乙ー 共 平 共 jレ ;段
遠 も元ので のカ 同 方間三週
い の 民発 、施所給メ集 ・ 〕
所での 主主 と 設 (水 l荷二原
か従強しのは十椀ト所町の
ら 突いた地本六 設 Jレ 〕 γ 辻
連流希地区市声〕 松八 11
び水 望 区はは七賀 原戸六
、や がで I作じ 十瀬 H 九
雨湧あ 、年め九 管 一 一
天 水つ数集て名無 棟 メ
ななて 岸団 の ) 田 六 1 

す。【
中
央
地
区
】

〔
農
道
〕
箕
同
日
延
長
四
三

一
一
メ
ー
ト
ル
穴
・
四
町
二
一
ニ
一
戸

〔
共
同
集
荷
所
〕
大
村
農
協
側

H
一
一
棟
九
六
坪
(
時
量
鉄
骨
造
)

と
の
建
物
は
大
村
全
市
の
柑
き

つ
の
選
果
を
行
な
う
と
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
今
後
の
柑
き

つ
集
団
産
地
の
育
成
上
大
き
な

期
待
が
持
た
れ
ま
す
。

(
事
前
着
工
の
京
認
を
受
け

建
設
中
で
七
月
上
旬
で
き
あ
が

り
ま
す
)

【
南
地
区
】

〔
か
ん
が
い
排
水
路
〕
鈴
田
似

問
リ
五
二

0
メ
ー
ト
ル
五

・
九

六
町
二
ペ
一戸

〔
共
同
削
除
村
校
〕
三
浦
松
の

頭
H
四
・
一
町

一
八
一戸

こ
の
杭
殺
は
相
き
つ
園
経
営

に
お
け
る
、
病
害
駅
除
の
共
同

作
業
そ
行
な
い
、
wm
営
の
合
理

化
を
は
か
る
た
め
の
も
の
で
す
J

(農
林
課
)
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市 1'::な場 がぎ用 、便 金 て間停や全をの 使 は引

ずど乃Ff 指ので 団利の い さを険湿国はサ年簡 Z 
市浜崎佐小阿 n
、I!IJ県賀 倉緋 ど
申市市凶=
津 大長、、 ; 
I行柿崎 自国 ニ (!f
(県市博日福台
官 )、市市 岡 村
山な別佐 、町 県 J¥
県府lLt嬉 :::'~\I
)市 保野供 福守
宮 、市町賀岡守
崎 目 、(県市 n
市田小 畏 )、 じ

つ日 R
宿南 ~i 
n!市主
牧鹿 2
岡 児 F
___.L1汀島村
大県 行
村 )ii
劉題 日
{更 !尼二
周島日
) 市 jI

し快七 車車 2
とた 速 丹 7日、 J~ 
れ。 列発快大，.
は 車に速村村
長 が、 列発 行
崎 許十 車 の n
弁 通ー に 九日
商 列時変 時 2
ヘ 且 一つコ "
の 仁六て穿o
用 変件 八普ら
務 り 発時通行
は まの四列1¥

で行 従皆 長
す そ 来 通手
。ド守カ1 列J" 
欽ら mu
』こ 市で竺
;j)干 では日
街 け 末 日
し j快便 A
て 速 で好
い 列あ"
た車る"
もの た
の運め

普
通
列
車
が
快
速
に

七
月

一日
か
ら
従
来
の
下
り
列

w

i

;
・!
;l

ib
-

暑
い
天
気
の
よ
い
日
に
田
の
水

一

曲

房

事

メ

モ

…

を

浅

く
し
て
中
耕
を
行
な
い
ま

小

ft
;〉
:
手

E
SE
-2
い
し
よ
う
。
土
を
深
く
か
き
ま
ぜ

一
〔
水
稲
〕

て
地
調
を
高
め
て
や
る
こ
と
と

小
水
の
か
け
引
き
り
川
植

土

の
中
に
空
気
を
入
れ
て
や
る

…
後
パ
苗
心
根
の
つ
く
ま
で
深
水
と
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
二

小

(
一
0
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
)
と
し
・
四
D

を
使
う
場
合
は
、
一

山
そ
の
後
は
浅
水

(コ一
セ
ン
チ
ぐ
回
は
申
耕
除
草
機
を
使
い
、
な

…
ら
い
)
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
お
簡
単
な
手
取
除
草
を
し
て
お

川
か
ん
か
い
水
の
適
温
は
三
二
度
い
て
そ
の
あ
と
で
穂
の
出
る
三

仰
ぐ
ら
い
で
あ
る
の
で
、
と
く
に

五
目
前
ぐ
ら
い
に
使
い
ま
す
o

w
高
冷
地
で
は
昼
間
は
浅
水

に

し

ア

オ
ミ
ド
ロ
の
防
除

w

て
水
調
を
高
め
あ
よ
う
に
努
め

H
水
田
に
ア
オ
ミ
ド
ロ
が
大
量

川
ま
し
ょ
う
。

発
生
す
る
と
地
温

ω卜
昇
を
さ

一

中
耕
除
草
川
田
植
後
七
ま
た
げ
ま
す
の
?
必
ず
早
自
に

μ

日
J
十
日
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
、

殺
し
ま
し
ょ
う
.
と
れ
を
殺
ダ

(商
工
水
産
調
)

の
に
は
つ
ぎ
の
方

法

が

あ

り

計

計

計

計

お

す

。

ま

す

。

…


